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水
も豊富な水を良質でしか

道

O 

J 

給水戸数7、1%の増加

大
村
市
の
水
道
は
、
創
設

さ
れ
て
三
十
年
を
へ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
三

月
末
現
在
の
給
水
戸
数
も
六

七
八
六
戸
に
達
し
、
昨
年
に

比
べ
て
七
、

一パ

ー
セ
ン
ト

の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

水
道
部
で
は
、
豊
富
な
水

資
源
を
利
用
し
、
豊
富
で
良

質
の
水
を
市
民
み
な
さ
ん
に

供
給
し
、
文
化
的
で
衛
生
的

〈昨年比)

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

な
生
活
を
し
た
だ
く
こ
と
を

目
標
に
、
い
ろ
い
ろ
の
対
策

を
立
て
建
設
改
奥
エ
事
な
ど

も
市
内
各
所
で
行
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
高
台
な
ど

で
は
一
部
水
圧
の
低
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

給
水
人
口
の
増
加
と
、
と
く

に
給
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る

も
の
で
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
給
水
管
を
取
り
替
え

よ
D
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
方
針
で
い
ま
す
.

【写真]=昨年7月、水道水

をとるため沖田〈福重〉にほ

った深井戸のくっさく工事

深さ=約60メートル。

総工費=約300万円。

1日取水可能量=

約2，000トン。

f 
f 

ベ
H

冬
物
の
整
理
H

桜
の
花
見
も
す
ん
だ
と
こ

ろ
で
、

冬
物
の
整
理
を
思
い

き
っ
て
す
ま
せ
て
烏
き
ま
し

ょ
う
。
冬
物
の
オ

ー
バ
ー
、

洋
服
類
は
ぜ
ひ
ク
リ

I
ニ
シ

グ
に
出
し
、
毛
糸
の
セ
ー
タ

ー、

毛
物
の
メ
リ
ヤ

ス
シ
ャ

ツ
な
ど
、
自
宅
で
洗
え
る
も

の
は
よ
く
か
わ
か
し
た
あ
と

必
十
防
虫
剤
を
い
れ
て
収
納

し
て
沿
き
ま
し
ょ
う
。

冬
の
夜
具
類
の
整
理
は
一

番
厄
介
で
す
が
、
ブ
ト
シ
皮

だ
け
は
ぜ
び
洗
っ
て
告
き
た

い
も
の
.

ま
た
こ
の
ご
ろ
は
、
都
会

農
村
を
と
わ
す
石
油
ス
ト
ー

ブ
や
電
気
製
品
の
暖
房一
器
具

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

こ
う
い
う
暖
房
器
具
も
分
解

掃
除
し
て
部
品
な
ど
は
必
十

本
器
と
一

諸
に
ま
と
め
て
収

納
し
、
い
ぎ
使
う
場
合
あ
れ

こ
れ
が
足
ら
な
い
と
い
う
事

が
友
い
よ
う
一
定
の
場
所
に

収
納
し
た
い
も
の
で
す
。
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今
年
度
の
事
業
計
画

大
村
市
は
、
農
業
経
営
を
合
理
化
し

企
業
化
し
て
、
農
業
と
他
産
業
と
の
所

得
格
差
左
左
く
し
、
農
業
を
豊
か
な
産

業
と
す
る
た
め
の
農
業
構
造
改
善
事
業

の
第
一
年
次
計
画
を
、
昨
年
市
民
み
な

さ
ん
の
協
力
で
完
全
に
遂
行
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
度
も
第
一
年
次
の
実

績
を
基
礎
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
業
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

マ
補
助
事
業
(
五
千
三
百
万
円
)

ミ
力
ン
園
造
成
i
山
境
、
溝
陸
、
水

頭
、
硯
出
名
、
祝
崎
合
計
四
十
四

ヘ

ク
タ
ー
ル
(
三
浦
)

内
含
六
、
六

ヘ
ク

タ
ー
ル
(
鈴
田
)

武
留
路
六
、
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
(
松
原
)

共
同
防
除
施
設
l
後
木
場
(
大
村
)

マ
関
連
事
業

(
二
千
二
百
万
円
)

空写真3上=黒田 5寸
人参の原種調整施設で

原口(竹松〉にできて

いる。原種子の貯蔵可

能量は約 1，000石で、
総工費は約 430万円。

下=向木場(大村)に

もミカン共同防除施設

ができた。この施設は

約17ヘクタールを駆除
することができる。総

工費は約220万円。

，fι 
A官

官
、

団
体
営
農
道
l
祝
崎
、
連
一
時
寺

(
三

浦
〉
野
田
(
福
重
)
中
里
(
鈴
田
〉

草
地
造
成
l
常
代

(
萱
瀬
)

開
拓
地
改
良
ー
横
山
一
頭
(
大
村
)

マ
単
独
事
業
(
千
九
百
万
円
)

区
画
整
理

i
岩
松
(
鈴
田
)
荒
瀬
、

田
下
(
萱
瀬
)
竹
松
(
竹
松
)

ミ
力
ン
国
造
成

i
日
泊
(
一
二
浦
)
平

山
、
針
尾
(
鈴
田
)
立
福
寺
(
福
重
〉

畑
地
か
ん
が
い
l
j

森
園
(
西
大
村
ν

、l

火の用心

かけ声よりも心がけ
3月中の火災一市内でも9件

相ついで火災が発生しています。市内では、 3月中に9件発生し、被害

総額も約400万円にたっしています。

園山火事6件=86アール哩建物2件ー5棟 園ボヤ 11"1・

4月10日号の「犬の登録と狂犬病の予

防注射Jの日程をつぎのとおり訂正い
たします。 4月27日福重出張所9，60-

10，00をg，3 O~ 15，00に、 ZB日大付保健

所9 ， OO~ 1 5 ， OO を 3 0日に

なお、登録料=1頭につき300円

注射手数料=l頭につき1:?0円

正n 
¥. e、

町、‘
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国
民
年
金
保
険
は
老
後
の
幸
福
の
た
め
で
す

み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
完
納
い
た
し
ま
し
ょ
う

一
月
、
二
月
、
三
月
分
の
保
険
料
は
四
月
末
が
納

期
限
と
な
っ
て

む
り
ま
す
。
三
十
九
年
度
の
保
険
料

は
四
月
中
に
完
納
し
な
い
と
納
め
る
の
に
手
数
が
か

か
り
ま
す
の

で、

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
四
月
中

に
ぜ
ぴ
完
納
し
て
く
だ
さ
い

。

田
市
内
子
供
大
会
が

あ
り
ま
す

少
年
た
ち
に
夢
と
希
望
を

も
た
せ
健
全
な
心
身
を
育
成

す
る
た
め
の
子
供
会
は
、
市

内
に
も
六
十
あ
ま
り
あ
り
、

惨水道料金の改正4

4月1日から水道料金が改正されました。

今までは業種別(家事用 営業用など〉に

分れていましたが改正では一般用 浴場営

業用 、共用絵用の 3種類に分け 料金は別表

のとおりとなり 従来のメ ーター使用料は廃

止されています。

約
五
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が

活
動
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
市
内
子
供
会
の
大
会
が

つ
ぎ
の
と
沿
り
行
わ
れ
ま
す

期
日

四
月
二
十
九
日

場
所

陸
上
競
技
場

行
事

①
市
中
行
進
(
午
前

区 分 i基本料金 | 超過料金
一般用 1(1附当り) 225円 11m3当り27円

浴場営業用 I(100m3当り)1，500円I" 18円

共用検用 ド10nl当り) 100 円 I~ " 1 8円|

九
時
半
中
央
公
民
館
前

出
発
↓
本
町
↓
陸
上
競
技

場
)
②
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス

(
午
前
十

一
時
半
〉
③
ゲ

ー
ム
大
会
(
午
後
一
時
〉

友
と
。

国
自
動
車
を
寄
付

烏
山
氏
は
か
ね
て
乗
用
自

動
車
と
し
て
使
用
し
て
い
た

日
年
型
自
動
車
一
台
を
、
青

少
年
教
育
の
教
材
用
と
し
て

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
市
教
委

，で
は
こ
の
車
を
青
年
学
級
実

習
用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

開
放

-
ふ
じ
祭
り
に
隊
内
を

大
村
部
隊
内
の
ふ
じ
の
花

が
咲
き
ま
し
た
。
大
村
部
隊

で
は
四
月
二
十
九
日
(
祭
日
)

に
恒
例
の
H

ふ
じ
祭
H

を
行

友
い
、
市
民
み
な
さ
ん
に
隊

内
を
開
放
し
て
見
学
し
て

い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す

当
日
は
午
前
中
に
剣
道
、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
が
あ
り

午
後
は
レ
ン
ジ
ャ

1
展
示
、

音
楽
，演
奏
な
ど
を
行
な
い
ま

す。

市
税
を
納
期
前
に
納
め
る
と
報
奨
金
が
も
ら
え
ま
す

二
回
以
上
に
わ
け
て
納
め

る
市
税
で
ま
だ
納
期
の
こ
な

い
分
を
前
納
し
ま
す
と
、
前

納
報
奨
金
が
も
ら
え
ま
す
。

指
定
金
融
機
関
な
ど
で
納
付

さ
れ
た
と
き
は
領
収
証
と
印

鑑
を
市
収
納
課
又
は
出
張
所

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
四
十
年
度
の
固
定

資
産
税
を
四
月
末
日
で
三
千

円
前
納
し
た
場
合
の
報
奨
金

は
次
の
と
治
り
で
す
.

期別 |税額 |前納月数|報奨金額

2期 ¥1，0帥円 I2月 1 Z 0円
3期 ¥1，川 4月 I40円
4期 I1. 000円 I8月 I80円
計 I3.000円 |
E計算式】報奨金=(前納額の 100分

の1)x (納期前の月数〉
1 

子供の交通事故が

ふえています。

( ，〆

こ
ど
も
は
ボ

i
ル

L

っ
と
・
ご

と
ひ
た
す
か

わ
か
り
ま

せ
ん

現
も
車
も

気
を
つ
け
ま

f

し
ょ
フ

(内¥、¥
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お
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催
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る
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マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
会
期
五
月
二
十
一
日
か

ら
五
月
二
十
四
日
ま
で

マ
出
品
申
込
期
日

五
月
十
七
日
ま
で

マ
出
品
規
定

第

一

部

洋

画

部

F
刊
号
(
三
尺
〉
へ
二
・
四

尺
)
以
下
。

第
二
部
日
本
画
部

一
一
つ
折
扉
風
以
下
。

第

三

部

南

画

部

第
二
部
に
同
じ

第

四

部

書

道

部

画
仙
紙
全
紙
以
下
。

第

五

部

写

真

部

六
切
以
下
。
組
写
真
は
全

紙
以
下
。

第

六

部

商

業

美
術
部

西
洋
紙
全
紙
大
。

第
七
部
彫
塑
工
芸
部

染
色
関
係
は
一
一
つ
折
扉
風

大
以
下
。

第

八

部

版

画

部

第
一
部
に
同
じ

-
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
を
貸
付

こ
れ
は
、
中
小
企
業
z

者
が

企
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め

設
備
を
近
代
化
し
、
合
理
化

し
よ
う
と
す
る
た
め
に
必
要

な
資
金
主
貸
し
付
け
る
も
の

で
、
次
の
要
領
に
よ
り
貸
し

付
け
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

ず
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

マ
申
請
者

ω資
格

原
則
と
し
て
同
一
企
業
を

一
年
以
上
開
業
し
て
い
る
中

小
企
業
者
で
、
機
械
金
属
工

業
、
軽
工
業
、
繊
維
工
業
、

食
料
品
製
造
業
、
製
材
業
、

鉱
業
、
運
送
業
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
業
、
建
設
業
(
土
木
工

事
に
よ
る
収
入
高
が
八
十
戸

以
上
)
を
主
と
し
て
営
む
企

業
で
あ
る
こ
と
。

マ
貸
付
対
象
設
備

設
備
は
新
品
で
あ

D
、
性

能
が
優
秀
か
つ
近
代
化
、
合 1

1
4
J
l
t
 

そ
れ
ぞ
れ
額
橡
、
表
具
、

表
装
、
枠
張
、
台
紙
な
ど

を
つ
け
る
こ
と
.

マ
出
品
資
格

大
村
市
在
住
者
一
般
(
た

だ
し
小
中
学
生
を
除
く
)

職
場
が
大
村
市
に
あ
る
通

勤
者
も
出
品
で
き
る
。

マ
出
品
手
数
料

各
部
門

1
百
五
十
円
、

美
術
協
会
員
日
百
円
。

な
治
、
く
わ
し
い
こ
と
は

中
央
公
民
館
へ
烏
た
十
ね
く

売
さ
い
。

百
化
の
効
果
の
大
き
い
も
の

で
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以

降
に
発
註
、
着
工
し
、
昭
和
四

十
一
年
=
一
月
末
日
ま
で
に
設

置
が
完
了
す
る
見
込
の
も
の

マ
お
も
な
貸
付
条
件

@
最
高
限
度
額
l
=
一
百
万
円

②
無
利
子

③
貸
付
期
間
l
す
え
置
期
間

を
含
み
五
年
以
内
。

マ
申
請
書
の
受
付
期
間

五
月
三
十
一
日
ま
で
。

く
わ
し
い
こ
と
は
商
工
水
産

課
に
最
た
す
ね
下
さ
い
。

ル市民細長

親
権
を
一
般
に

「
親
の
権
利
」
と

い
う
ふ
う
に
考
え

が
ち
で
す
が
、
法

律
上
の
親
権
と
は

成
年
に
達
し
な
い

こ
ど
も
の
利
益
の

た
め
に
親
が
負
う

と
こ
ろ
の
義
務
の

こ
と
で
す
.

す
な
わ
ち
、
末
成
年
の
こ
と

圏
赤
ん
坊
大
会
第
一
次

審
査
と
乳
児
一
斉
検

診
を
実
施

す

西
日
本
赤
ん
坊
大
会
第
一
次
忌

審
査
を
か
ね
て
乳
児
一
斉
検
針

診

を

行

、

な

い

ま

す

。

止

マ

日

時

暗

四

月

三

干

日

午

前

九

時

尉

か

ら

十

一

時

ま

で

質

マ

場

所

大

村

保

健

所

地

マ

参

加

資

格

者

圃

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
一

か
ら
昭
和
四
十
年
三
月
三
一

十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
乳

児
で
大
村
市
内
に
居
住
し

て
い
る
も
の
。

な
語
、
当
日
は
母
子
手
帳

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

も
k
k
一
保
護
す
る
こ
と
や
、
監

督
し
た

D
、
教
育
す
る
こ
と

と
、
財
産
を
守
っ
て
や
る
こ

と
な
ど
で
、
こ
の
よ
う
主
義

二
親
権
と
は

親
が
負
う
義
務
H

務
を
逐
行
し
て
い
く
手
段
と

し
て
、
こ
と
も
に
命
令
し
た

り
、
懲
戒
し
た
り
、
財
産
を

辻田町の市営公益質屋が5月1日よ り

廃止されます。現に貸付けを受けてい

る方の貸付金や質物の取扱は行なって

定まりますが、流質期限(質契約成立日

から 4ヵ月〉内にはぜひ整理されます

よう治願いします@

国
奨
学
生
を
募
集

市
で
は
つ
ぎ
の
と

h
b奨

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

管
理
処
分
し
た
り
J

す
る
権
利

が
あ
る
わ
け
で
す
.

親
権
者
は
一
般
に
末
成
年

の
子
供
の
父
や
母
で
、
養
子

の
場
合
は
当
然
養
父
母
が
親

権
者
と
な

D
ま
す
.

父
母
が
婚
姻
中
は
共
同
し

て
そ
の
義
務
を
負
い
ま
す
が

離
婚
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
一

方
を
親
権
者
と
し
て
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
.

マ
資
格

①
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子

女
で
高
等
学
校
に
在
学
中

の
者

②
品
行
方
正
学
業
成
績
優
秀

で
身
体
強
健
在
者

③
経
済
的
理
由
に
よ

D
学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
者

マ
貸
与
額

月
額
l
千
五
百
円

マ
募
集
期
間

四
月
二
十
日
よ

b
五
月
十

日
ま
で

な
島
、
願
書
は
各
高
等
学
校

及
び
市
教
育
委
員
会
に
あ

D

ま
す
。
く
わ
し
く
は
教
育
委

員
会
に
告
た
十
ね
く
だ
さ
い

¥ 

ヘ、‘1


